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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第 9条関係) 

 

所管課 総務・防災課 

会 議 名 

(審議会等名) 
令和 7年度第 1回嬉野市特別職報酬等審議会 

開催日時 令和 7年 7月 7日 午後 2時～午後 4時 00分 

開催場所 嬉野市中央公民館（塩田公民館）視聴覚室 

傍聴の可否 ○可  ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 0人  

傍聴不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 

犬尾幸樹委員、諸岡博子委員、久我多智子委員、 

北川健太委員、永尾春子委員、金林武彦委員、 

田島昭英委員、鳥巢克文委員、北川泰則委員、 

中野哲太郎委員 

事務局 永江行政経営部長、津山総務・防災課長、古賀 

その他  

会議の議題 別紙のとおり 

配布資料 別紙のとおり（市内各市、九州類似団体の報酬額等） 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第 9条関係) 

 

所管課 総務・防災課 

議 題 

・これまでの経緯等について 

・市長、副市長、教育長の給料月額について 

・議会議長、議会副議長、常任委員長、議会運営委員長、議会議員の報酬月額に

ついて 

内 容 

市長、副市長、教育長の給料月額について、及び議会議長、議会副議長、常任

委員長、議会運営委員長、議会議員の報酬月額について、市長から審議会会長に

諮問し、審議を行った。 

事務局からは、過去の審議会の経緯、市長、副市長、教育長の給料月額、及び

議会議長、議会副議長、常任委員長、議会運営委員長、議会議員の報酬月額につ

いての県内各市・九州類似団体の報酬額等との比較について説明を行った。 

審議経過 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

市長 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

会長 

・委嘱状の交付（代表：犬尾委員） 

・市長あいさつ 

・委員紹介 

 

【嬉野市特別職報酬等審議会について】 

（資料 1 事務局説明） 

 ○会長…中野委員 

 ○会長代理…犬尾委員 

 

・会長あいさつ 

 

・諮問 

（市長退室） 

 

【これまでの経緯について】 

（資料 2 事務局説明） 

 

H18年とH19年は、答申では引上げとなっても、当時の市長が引上

げしなかった理由が何かあればお聞きしたい。 

 

市長本人の意向、市民感情を勘案してということであろう。 

 

町議員と市議員では水準が大きく違うため、議員報酬の方は H19年
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事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

度に改定されたのだろうと推測される。国の人事院勧告は 8 月ごろ

出されるが、今年もおそらく上がるのではないだろうか。 

 

合併後は職員数も削減する計画があったため、上げていないという

背景もあると思われる。昨今は多様化する事務に対応するため、職

員数は合併の頃くらいに増加している。 

 

【市長、副市長、教育長の給料月額について】 

（資料 3 事務局説明） 

 

まずは、この審議会の開催を定期的にお願いしたい。6 年は開きす

ぎているように感じる。 

心情的には給料を上げたほうが良いと思う。H18年から上がってい

ないのはどうかと思う。他市町と比べるのではなく、当市がどうか

という点で検討していきたい。 

 

私も前回も委員であったが、少し上げたほうが良いと思う。前回も

そのように言っていたが、答申では据え置きとなった。 

 

人口減であるし、新庁舎もできているし、上げるとしてもたくさん

上げるのは難しいと思う。他市町と比べるのは違うと感じる。 

 

人口が減り、税収も減ると思うが、どのくらい減っているか分かれ

ばお尋ねしたい。 

 

人口減は間違いないが、税収は大きく減っていない。大きく占める

固定資産税も新幹線の関係でそこまで減っていない。 

また地方交付税があり、合併時から特例措置で 10 年もらっていた

が、それが終了しても大きくは減っていない。 

 

町だけで合併した場合と、市と町が合併した場合は、大きく開きが

ある。 

 

これまで上がっていないことはよく分かった。嬉野市にはいろんな

職業の人がいるので、みんなが理解できるような説明が必要である。 

 

多久市は人口が少ないが、なぜ高いのだろうか。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

会長 

推測だが、多久市は合併しておらず、もともと市であったため、市

の水準で推移してきたのではないか。 

他市町でも今年、報酬審議会を開催しているところがあれば、上げ

るという答申をするところが多いのではないかと考える。次回に事

務局から案を出してもらうにしても、どのくらいで出してもらうの

か。 

 

次回の審議会でたたき台を作成するためにも、上げるとしたらどの

くらい上げるのかを決めていただきたい。 

 

H29年以降の上昇率はどうなっているか。 

 

H29年以降の人事委員会勧告を見ると、改定なしの年もあるものの、

職員では 4％を超える上昇である。 

 

鹿島市が 2.8％程度上がったとの説明であったが、その根拠は何か

分かればお聞きしたい。20年間上がっていないから一気に上げるこ

とは難しいのではないか。定期的に審議会を開催し、徐々に上げて

いくことが大事ではないか。 

 

鹿島市は物価高騰が大きな理由となっている。 

伊万里市は、急激な物価高騰を背景に 1.7％程度増額の答申であっ

たが、三役は否決され、議員のみ改正された。 

 

物価高騰といえばマイナス要素か。 

 

物価高騰とテレビでもよくあるが、民間はそんなに上がっていない

人もいる。 

 

人事委員会勧告も踏まえて、参考にしながら 4％程度で考えてよい

のではないか。2 回に分けて上げればいいという話でもなく、次の

会議で前回の積み残しを上げようという話にもならない。 

 

他市は毎年開催しているか。 

 

開催の間隔はどこも不定期が多い。 

 

4％を基準として考えてはどうか。8 月の国の人勧も参考にしたい
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委員 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

が、議会開催との兼ね合いがどうなるか。 

 

議会開催はいつか。 

 

9月議会は 8月末ごろ開会の予定である。 

 

国の人勧を待つと遅いか。 

 

市長選、市議選が来年 1 月にある。議会は 9 月か 12 月に提案とな

るが、選挙が近い 12月は提案しにくいため、9月議会で提案となる

だろう。 

 

では国の人勧を待たずに検討したほうが良いか。 

 

鹿島市が 2.8％程度で伊万里市が 1.7％程度と言っている中で、嬉野

市がいきなり一気に 4％上げてよいか。小刻みに上げたほうがよく

ないか。 

 

我々審議会としての意見なので、あとは当局が検討されるだろうと

思うが。 

 

鹿島市は前回の改定が H29.4.1 だが、嬉野市は H18 から改定がな

い点も加味してもよいかと思う。 

 

4％を基準に、対外的に説明がつくような数値を次回、事務局から示

してもらいたい。他市との調整も必要になれば、そのとき考えるこ

とでよいか。 

 

はい。 

 

【議会議長、議会副議長、常任委員長、議会運営委員長、議会議員

の報酬月額について】 

（資料 4 事務局説明） 

 

まずは議員に絞って検討して、その後に他の役職を検討したほうが

よくないだろうか。 

これも、三役と同じように人事委員会勧告を参考にしていくしか説

得力がないのではないか。 
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委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

定数や人口規模は鹿島市が一番近いが、そこと比べて低いというの

は、なり手がないのも分かる気がする。 

 

議員報酬を鹿島市に近づけるとすると、10％上げることになる。 

 

鹿島市は政務活動費がないので、2 万円を加えると 4％くらいで良

いのではないか。 

 

全部上げていたらどのくらいの支出になるのか、そこも心配である。 

 

なり手不足の要因は、議員年金が廃止されたことも大きいかと思う。

この金額からいろいろ引かれていたら、若手で議員になりたい人は

いないだろう。 

 

国や県の議員と統合の話もあったかもしれないが、経営母体が違う

ので廃止されたのではないか。 

 

4％を基準に、どの位の支出増になるかも含めて、事務局から次回お

示しいただきたい。 

 

政務活動費は、上限という考え方か。領収書等で確認するのか。 

 

はい。議会事務局で確認されている。満額使う方はほとんどいない

ようである。 

 

議長や副議長分も次回お示しいただくことで良いか。 

 

はい。 

 

他になければ事務局から。 

 

次回日程案として 8月 4日の週にお願いしたい。 

 →8/7(木) 14:00からに決定（通知も送付する） 

次回で答申案をまとめていきたい。お疲れ様でした。 

その他 

改めて提出する資料について 

 ・三役、議員(議長や副議長等も)ともに 4％程度を基準に参考額及び支出額が

どのくらい増えるか  
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